
JP 2011-524869 A5 2012.7.26

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年7月26日(2012.7.26)

【公表番号】特表2011-524869(P2011-524869A)
【公表日】平成23年9月8日(2011.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2011-036
【出願番号】特願2011-512961(P2011-512961)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  49/92     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  59/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ  15/00    ＣＳＰＥ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ  49/92    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   9/50    　　　　
   Ｃ０７Ｆ  15/00    　　　Ｆ
   Ｃ０７Ｆ  15/00    　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０７Ｂ  59/00    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０８Ｑ
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０８Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月7日(2012.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）
【化１】

［式中、記号は、以下の意味を有する：
Ｙ5、Ｚ4は、互いに無関係に、ＣＤ、ＣＲ1、ＣＨ、Ｎを意味する；
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Ｘ1は、Ｎを意味し、Ｘ2、Ｘ3、Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3は、互いに無関係に、ＮもしくはＣを意味
する；
Ｘ5は、ＣＤを意味し、Ｘ4は、ＣＤ、ＣＲ1、ＣＨ、Ｎ、又はＮＲ1、ＳもしくはＯを意味
する；
Ｙ4、Ｙ6は、互いに無関係に、ＣＤ、ＣＲ1、ＣＨ、Ｎであり、その際、Ｙ4もしくはＹ6

は、ｍ＝０の場合に、更に、Ｓ、ＯもしくはＮＲ1を意味してよい；
Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3は、互いに無関係に、ＣＤ、ＣＲ1、ＣＨ、Ｎであり、その際、Ｚ1、Ｚ2も
しくはＺ3は、ｎ＝０の場合に、更に、Ｓ、ＯもしくはＮＲ1を意味してよい；
Ｒ1は、互いに無関係に、非置換もしくは置換のアルキル、非置換もしくは置換のシクロ
アルキル、非置換もしくは置換のヘテロシクロアルキル、非置換もしくは置換のアリール
、非置換もしくは置換のヘテロアリール、非置換もしくは置換のアルケニル、非置換もし
くは置換のシクロアルケニル、非置換もしくは置換のアルキニル、ＳｉＲ2

3、ハロゲン、
ドナー作用もしくはアクセプター作用を有する置換基を意味し、その際、Ｒ1がＮ原子と
結合されている場合には、Ｒ1は、互いに無関係に、非置換もしくは置換のアルキル又は
非置換もしくは置換のアリール又は非置換もしくは置換のヘテロアリールを意味し、その
際、２個の任意の基Ｒ1は、更に、一緒になって、１個のアルキレン架橋もしくはアリー
レン架橋を形成してよい；
Ｒ2は、互いに無関係に、非置換もしくは置換のアルキル又は非置換もしくは置換のアリ
ール又は非置換もしくは置換のヘテロアリールを意味する；
ｍ、ｎは、互いに無関係に、０もしくは１を意味し、その際、基Ｚ4もしくはＹ5は、ｎも
しくはｍが０である場合には、存在しない］で示される少なくとも１つの配位子を含む金
属錯体であって、該金属錯体が少なくとも１個の重水素原子を含むことを特徴とする金属
錯体。
【請求項２】
　基Ｘ4、Ｙ4、Ｙ5、Ｙ6、Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3、Ｚ4の少なくとも１個が、ＣＤを意味すること
を特徴とする、請求項１に記載の金属錯体。
【請求項３】
　基Ｘ1もしくはＹ1の少なくとも１個が、Ｎを意味することを特徴とする、請求項１又は
２に記載の金属錯体。
【請求項４】
　Ｘ1、Ｘ2、Ｘ3、Ｘ4、Ｘ5、Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3、Ｙ4、Ｙ5、Ｙ6、Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3、Ｚ4は、
互いに無関係に以下の意味を有する：
　Ｘ2、Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3は、Ｃを意味する；
　Ｘ1は、Ｎを意味する；
　Ｘ3は、ＣもしくはＮを意味する；
　Ｘ5は、ＣＤを意味する；
　Ｘ4は、ＣＲ1、ＣＤ、Ｎ、ＮＲ1、ＯもしくはＳを意味する；
　Ｙ4、Ｙ5、Ｙ6は、互いに無関係に、ＣＨ、ＣＤもしくはＣＲ1を意味する；
　Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3、Ｚ4は、互いに無関係に、ＣＨ、ＣＤ、ＣＲ1もしくはＮを意味し、そ
の際、Ｚ1、Ｚ2もしくはＺ3は、ｎ＝０の場合に、更に、Ｓ、ＯもしくはＮＲ1を意味して
よいことを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項に記載の金属錯体。
【請求項５】
　Ｘ1が、Ｎを意味し、Ｘ4が、ＣＤもしくはＣＲ1を意味し、かつＸ5が、ＣＤを意味する
ことを特徴とする、請求項３又は４に記載の金属錯体。
【請求項６】
　Ｘ3が、Ｎを意味し、かつＹ4、Ｙ5、Ｙ6、Ｚ1、Ｚ2及びＺ4が、ＣＤを意味し、Ｘ4、Ｚ
3が、ＣＲ1を意味することを特徴とする、請求項５に記載の金属錯体。
【請求項７】
　Ｒ1が、互いに無関係に、非置換もしくは置換のアルキル、非置換もしくは置換のアリ
ール、非置換もしくは置換のヘテロアリール、ＳｉＲ2

3、Ｆ、ＯＲ2、ＳＲ2、ＮＲ2
2、Ｃ
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Ｆ3もしくはＣＮを意味し、その際、Ｒ1は、Ｒ1がＮ原子に結合されている場合に、互い
に無関係に、非置換もしくは置換のアルキル、非置換もしくは置換のアリールを意味し、
かつＲ2は、互いに無関係に、非置換もしくは置換のアルキル又は非置換もしくは置換の
アリールを意味することを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項に記載の金属
錯体。
【請求項８】
　ｍが１を意味することを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項に記載の金属
錯体。
【請求項９】
　一般式（ＩＩ）
【化２】

［式中、以下の意味を有する：
Ｍは、元素の周期律表（ＣＡＳ版）の第ＩＢ族、第ＩＩＢ族、第ＩＩＩＢ族、第ＩＶＢ族
、第ＶＢ族、第ＶＩＢ族、第ＶＩＩＢ族、第ＶＩＩＩ族の遷移金属からなる群から選択さ
れる金属原子であって、相応する金属原子についてのそれぞれ可能な酸化段階の原子を意
味する；
Ｊは、モノアニオン性もしくはジアニオン性の配位子であって、一座もしくは二座であっ
てよい配位子を意味する；
Ｋは、中性の、一座もしくは二座の配位子であって、一般に光活性でない配位子を意味す
る；
ｏは、１、２、３もしくは４であり、その際、ｏは、Ｍ＝Ｉｒ（ＩＩＩ）の場合に、１、
２もしくは３を意味し、かつＭ＝Ｐｔ（ＩＩ）もしくはＯｓ（ＩＩ）の場合に、１もしく
は２を意味する；
ｐは、０、１、２、３もしくは４であり、その際、ｐは、Ｍ＝Ｉｒ（ＩＩＩ）の場合に、
０、１、２、３もしくは４を意味し、かつＭ＝Ｐｔ（ＩＩ）及びＯｓ（ＩＩ）の場合に、
０、１もしくは２を意味し、その際、ｐは、金属Ｍに対する結合箇所の数を意味し、すな
わちｐ＝２の場合に、２個の一座の配位子もしくは１個の二座の配位子であってよい；
ｑは、０、１、２、３もしくは４であり、その際、ｑは、Ｍ＝Ｉｒ（ＩＩＩ）の場合に、
０、１もしくは２を意味し、Ｍ＝Ｐｔ（ＩＩ）の場合に、０もしくは１を意味し、かつＭ
＝Ｏｓ（ＩＩ）の場合に、２もしくは３を意味し、その際、ｑは、金属Ｍに対する結合箇
所の数を意味し、すなわちｑ＝２の場合に、２個の一座の配位子もしくは１個の二座の配
位子であってよい；
その際、ｏ、ｐ及びｑは、使用される金属原子の酸化段階及び配位数と、配位子の電荷に
依存している］を有することを特徴とする、請求項１から８までのいずれか１項に記載の
金属錯体。
【請求項１０】
　一般式（ＩＩａ）
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【化３】

［式中、以下の意味を有する；
Ｍは、元素の周期律表（ＣＡＳ版）の第ＩＢ族、第ＩＩＢ族、第ＩＩＩＢ族、第ＩＶＢ族
、第ＶＢ族、第ＶＩＢ族、第ＶＩＩＢ族、第ＶＩＩＩ族の遷移金属からなる群から選択さ
れる金属原子であって、それぞれ相応の金属原子について可能な酸化段階の原子を意味す
る；

【化４】

は、二座のモノアニオン性の配位子であって、１個以上の重水素原子を有してよい配位子
を意味する；
ｏは、１、２、３、４を意味し、その際、ｏは、Ｍ＝Ｉｒ（ＩＩＩ）の場合に、１、２も
しくは３を意味し、かつＭ＝Ｐｔ（ＩＩ）の場合に、１もしくは２を意味する；
ｐ′は、０、１もしくは２を意味し、その際、ｐ′は、Ｍ＝Ｉｒ（ＩＩＩ）の場合に、０
、１もしくは２を意味し、かつＭ＝Ｐｔ（ＩＩ）の場合に、０もしくは１を意味し、その
際、ｐ′は、配位子
【化５】

の数を意味する；
その際、ｏ及びｐ′は、使用される金属原子の酸化段階及び配位数に依存する］を有する
ことを特徴とする、請求項９に記載の金属錯体。
【請求項１１】
　二座のモノアニオン性の配位子中のＬが、それぞれ互いに無関係に、Ｏ、Ｎ及びＣから
選択されることを特徴とする、請求項１０に記載の金属錯体。
【請求項１２】
　一般式（ＩＩａａ）
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【化６】

　［式中、Ｄは、重水素を意味し、かつＲ3は、互いに無関係に重水素もしくはＲ1を意味
する］を有することを特徴とする、請求項１０又は１１に記載の金属錯体。
【請求項１３】
　Ｍが、Ｉｒ（ＩＩＩ）、Ｐｔ（ＩＩ）を意味し、ｏが、Ｍ＝Ｉｒ（ＩＩＩ）の場合に、
１、２もしくは３を意味し、Ｍ＝Ｐｔ（ＩＩ）の場合に、１もしくは２を意味し、ｐ′は
、Ｍ＝Ｉｒ（ＩＩＩ）の場合に、０、１もしくは２を意味し、Ｍ＝Ｐｔ（ＩＩ）の場合に
、０もしくは１を意味し、その際、合計ｏ＋ｐ′は、Ｍ＝Ｉｒ（ＩＩＩ）の場合に３を意
味し、かつＭ＝Ｐｔ（ＩＩ）の場合に２を意味し、かつｏは、少なくとも１であることを
特徴とする、請求項１０から１２までのいずれか１項に記載の金属錯体。
【請求項１４】
　請求項１から１３までのいずれか１項に記載の少なくとも１種の金属錯体を含む有機発
光ダイオード。
【請求項１５】
　請求項１から１３までのいずれか１項に記載の少なくとも１種の金属錯体を含む発光層
。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の少なくとも１つの発光層を含む有機発光ダイオード。
【請求項１７】
　請求項１４又は１６に記載の少なくとも１つの有機発光ダイオードを含む、定置式ディ
スプレイ、照明及び可動式ディスプレイからなる群から選択される装置。
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